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保
護
者
の
就
労
条
件
を
問
わ
ず
、

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
家
庭

的
保
育
事
業
所
・
小
規
模
保
育
事

業
所
・
事
業
所
内
保
育
事
業
所
等

に
通
園
で
き
る
よ
う
に
な
る
制
度

で
す
。

　

市
民
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者

に
株
式
会
社
ケ
イ
ミ
ッ
ク
ス
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。
指
定
管
理
期
間
は
、
令

和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
13
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

12
月
定
例
会
を
11
月
28
日
か
ら

12
月
17
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程

で
開
催
し
ま
し
た
。
報
告
１
件
、

一
般
議
案
８
件
、
補
正
予
算
１
件

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
最
終
日

に
追
加
提
案
さ
れ
た
一
般
議
案
２

件
、
予
算
議
案
６
件
の
議
案
を
含

め
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
８
名
の
議

員
が
質
問
に
立
ち
、
当
局
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
及
び
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
は
、
生
後
６
か
月
か
ら
３

歳
未
満
の
こ
ど
も
を
対
象
と
し
て
、

　

長
井
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
使
用
に
伴
う
使
用
料
金
の
明
確

化
、
簡
素
化
に
あ
た
り
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

 

基
本
料
金

　
講
堂　
　
１
時
間　
４
０
０
円

　
　
　
　
　
１
日　
２
４
０
０
円

　
会
議
室　
１
時
間　
３
５
０
円

　
　
　
　
　
１
日　
２
１
０
０
円

　
調
理
室　
１
時
間　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
１
日　
３
０
０
０
円

　

山
形
県
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
第

３
世
代
化
工
事
負
担
金
３
３
８
万

円
、
灯
油
購
入
助
成
事
業
７
２
０

万
円
、
補
装
具
給
付
事
業
１
２
６

万
円
、
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
７
９
万
円
、
生
涯
学
習
プ

ラ
ザ
備
品
購
入
費
８
１
万
円
、
学

校
給
食
費
負
担
軽
減
支
援
事
業
費

補
助
金
３
９
０
万
円
、
有
害
鳥
獣

駆
除
事
業
４
４
万
円
、
環
境
保
全

型
農
業
直
接
支
払
事
業
７
３
万
円
、

農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
事
業
５

４
５
万
円
、
長
井
駅
東
地
区
土
地

利
用
検
討
事
業
１
５
０
０
万
円
を

増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

市
庁
舎
総
合
管
理
業
務
委
託
料
、

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
事
業
、
長
井

市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
指
定
管
理
料

な
ど
の
債
務
負
担
行
為
の
補
正
が

あ
り
ま
し
た
。

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
一
般
職
の

職
員
及
び
特
別
職
に
属
す
る
者
の

給
与
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
補
正
予
算
と
し
て
芦
沢

地
区
の
耐
震
性
防
火
水
槽
設
置
に

伴
う
、
電
柱
移
設
工
事
費
等
１
８

０
万
円
の
補
正
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

開
始
に
伴
う
条
例
の
設
定

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正

　
指
定
管
理
者
の
指
定

主
な
議
案

主
な
最
終
日
提
案
議
案
等

  

主
な
補
正
予
算

　
　
　
※
１
万
円
以
下
四
捨
五
入

年頭に寄せて
議長　内谷　邦彦

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
、
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
議
会
と
し
て
時
代
に
即
し

た
変
革
が
必
要
と
判
断
し
、
幅
広
い

調
査
研
究
及
び
協
議
を
行
い
提
言
と

し
て
ま
と
め
る
議
会
制
度
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
も
、
議
会
の
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
責
務
を
再
認
識
し
、
公

平
・
公
正
で
開
か
れ
た
議
会
運
営
に

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
、
少
子
高
齢

化
な
ど
の
様
々
な
重
要
課
題
に
対
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。
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円
の
「
お
こ
め
券
」
を
全
市
民
に

配
布
す
る
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
施
設
等
物
価
高
騰
対
策

支
援
事
業
３
０
５
万
円
。
市
内
63

の
高
齢
者
福
祉
事
業
所
等
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

物
価
高
騰
対
応
子
育
て
応
援
手

当
支
給
事
業
７
４
９
５
万
円
。
０

歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
１
人
当
た
り
２
万
円
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

 

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

 

第
９
号

反
対
討
論　
平
井
直
之 

議
員　

　

本
市
に
お
け
る
お
こ
め
券
事
業

全
体
で
は
、
１
２
０
０
万
円
を
超

え
る
経
費
に
な
り
、
な
が
い
コ
イ

ン
事
業
で
も
同
様
の
通
信
運
搬
費

等
、
二
重
の
経
費
が
掛
か
っ
て
い

　

12
月
臨
時
会
を
12
月
23
日
に
開

催
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
予
算
案
に
対
し
、
５

名
の
議
員
が
当
局
の
考
え
を
た
だ

し
、
１
名
の
議
員
か
ら
討
論
が
あ

り
ま
し
た
が
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
臨
時
会
は
12
月
17
日

に
国
会
で
成
立
し
た
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
（
重
点
支
援
地
方
交
付
金
）
事

業
に
係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
な
が
い
コ

イ
ン
事
業
２
億
９
８
１
６
万
円
。

１
人
当
た
り
１
万
２
０
０
０
円
の

「
な
が
い
コ
イ
ン
」
を
全
市
民
に

配
布
す
る
も
の
で
す
。

　

長
井
市
お
こ
め
券
事
業
８
６
８

０
万
円
。
１
人
当
た
り
３
０
８
０

る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に
係
る
職

員
の
人
件
費
も
含
め
る
と
更
に
経

費
が
大
き
く
な
り
、
経
費
を
か
け

ず
に
事
業
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
。

　

物
価
高
騰
に
対
す
る
市
民
へ
の

負
担
軽
減
、
地
域
内
消
費
に
つ
い

て
は
大
賛
成
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ

え
に
今
回
の
物
価
高
騰
に
対
す
る

交
付
金
を
最
大
限
、
市
民
の
皆
様

に
支
援
し
、
米
を
は
じ
め
様
々
購

入
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
少
し
で
も
経
費
が
掛
か
ら

な
い
よ
う
、
な
が
い
コ
イ
ン
事
業

一
つ
に
し
、
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活

用
、
市
民
へ
の
手
厚
い
支
援
と
一

日
で
も
早
く
配
布
で
き
る
よ
う
に

注
力
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
、
反

対
意
見
と
す
る
。

12
月
臨
時
会

令和7年12月臨時会　議案等に対する賛否一覧表　 （下記以外については全会一致で可決されています）

議会をもっと身近に

※ 賛否が分かれたものについて掲載しています。
　○は賛成、●は反対、欠は欠席。 議長 ( 内谷邦彦）は採決に加わらない。　
★令和7年12月定例会・臨時会に提出されたすべての議案等の議決結果は市議会のホームページに掲載しています。

市議会のホーム
ページはこちら⇒

　議場で行われる本会議や特別委員会の傍聴は、当日市役所３階の議会棟入口で、住所、氏名等を受付簿
に記入するだけで傍聴できます。（団体でお越しになる場合は事前に事務局にご連絡いただくとスムーズ
に受付できます。）また、パソコンやスマートフォンでも議会中継を傍聴できますので、ぜひご覧ください。

　　　　　　　　　　議席番号

　　　　　　　　　　議員氏名

議案等名

議決
結果

賛：反
成　対

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

平
井
直
之

鈴
木
英
則

勝
見
英
一
朗

鈴
木
　

裕

鈴
木
悟
司

鈴
木
一
則

渡
部
正
之

竹
田
陽
一

鈴
木
富
美
子

渡
部
秀
樹
　

浅
野
敏
明

金
子
豊
美

平
　

進
介

梅
津
善
之

今
泉
春
江

内
谷
邦
彦

議案第87号 令和 7 年度
長井市一般会計補正予算第９号

原案
可決 12：1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

討  
論

  

補
正
予
算
概
要

　
　
　
※
１
万
円
以
下
四
捨
五
入

本
会
議
に
お
い
て
、
採
決
の
前
に
議
題

と
な
っ
て
い
る
案
件
に
対
し
、
賛
成
か

反
対
か
表
明
す
る
こ
と
で
す
。
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答　弁

市
政
全
般
に
つ
い
て
、
８
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た

一
般
質
問

Ｑ
．
老
老
介
護
は
、
介
護
者
が
け

が
や
持
病
な
ど
で
体
調
を
崩
す
リ

ス
ク
が
高
く
、
共
倒
れ
に
な
る
心

配
が
あ
り
ま
す
。
介
護
者
が
精
神

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
な
い
よ
う
、

定
期
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
が
必
要
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
介
護
を
行
う
家
族
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
る
場
と
し
て
、
家
族

介
護
予
防
教
室
や
言
語
聴
覚
士
に

よ
る
懇
話
会
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
居

場
所
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
．
ま
だ
ま
だ
介
護
は
家
族
が
す

る
も
の
と
の
考
え
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
住
民
そ
れ
ぞ

れ
が
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
家
族
介

護
か
ら
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制

の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

て
、
地
域
住
民
の
支
え
合
い
活
動

を
支
援
し
、
互
助
の
力
を
高
め
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
地
区
長
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と
協

力
体
制
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能
と

な
り
、
多
く
の
命
が
救
わ
れ
ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み

ま
す
か
。

Ａ
．
個
別
通
知
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周

知
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
企
業

等
と
連
携
を
図
り
、
職
場
等
で
受

診
機
会
の
な
い
方
へ
の
周
知
等
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
受
診
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

竹田　陽一

家
族
介
護
か
ら
地
域
が

支
え
る
老
老
介
護
に

コ
ミ
セ
ン
と
連
携
し
、
地
域

の
支
え
合
い
活
動
を
支
援

共倒れが心配な老老介護（イメージ） 里の名水・やまがた百選に選ばれた「三階滝」

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
三
階
滝
に
至
る
危
険
個
所
の

整
備
を
、
寺
泉
区
や
三
階
滝
保
存

会
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
や
ま

が
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
観
光
局
で
は
、

三
階
滝
を
含
む
地
域
資
源
を
活
用

し
た
体
験
型
の
観
光
商
品
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
全
体

で
受
入
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と

も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た

観
光
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
長
井
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
県
内

外
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
選
手
が

参
加
し
ま
す
。
走
り
終
え
た
皆
さ

ん
に
宿
泊
を
し
て
い
た
だ
く
企
画

や
、
長
井
の
食
を
満
喫
し
て
い
た

だ
く
企
画
な
ど
、
市
民
と
の
交
流

が
で
き
る
仕
掛
け
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

交
流
人
口
を
増
や
す
き
っ
か
け
に

な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
マ
ラ
ソ
ン
大
会
終
了
後
の
宿

泊
や
観
光
に
つ
い
て
情
報
提
供
し

な
が
ら
、
招
待
選
手
、
ラ
ン
ナ
ー

と
市
民
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
機
会
の
創
出

な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
本

市
の
魅
力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ
．
西
根
の
古
代
の
丘
か
ら
西
山

の
稜
線
を
つ
な
い
で
い
く
と
ピ
オ

ニ
ー
の
森
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の

先
に
は
、
里
の
名
水
・
や
ま
が
た

百
選
に
選
ば
れ
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
三
階
滝
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
に
は
県
内
外
か
ら
大
勢
の
観

光
客
が
お
い
で
に
な
り
ま
す
が
、

林
道
で
あ
る
桑
沢
線
は
岩
盤
で
あ

り
危
険
な
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
整

備
を
し
た
う
え
で
、
森
林
セ
ラ
ピ

ー
の
効
果
を
謳
う
よ
う
な
新
た
な

商
品
を
開
発
で
き
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。
地
域
の
資
源
を
生
か
し
、

置
賜
を
つ
な
ぐ
観
光
に
力
を
入
れ

地
域
の
資
源
を
生
か
し
た

観
光
商
品
を
つ
く
っ
て
は

体
験
型
の
観
光
商
品
化
を

進
め
て
い
る

答　弁

鈴木富美子
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金子　豊美

置
賜
地
域
の
消
防
広
域
化

と
財
政
負
担
の
考
え
は

令
和
11
年
３
月
ま
で
に

消
防
広
域
化
を
実
現
し
た
い

遇
改
善
も
進
み
ま
し
た
が
、
人
事

院
勧
告
に
対
す
る
対
応
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

Ａ
．
従
前
よ
り
コ
ミ
セ
ン
職
員
の

給
与
は
市
職
員
給
与
を
参
考
に
決

定
し
て
お
り
、
人
勧
に
基
づ
く
市

職
員
の
給
与
改
定
時
も
同
様
に
見

直
し
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
省
エ
ネ
化
の
取
組
と
し
て
、

各
地
区
コ
ミ
セ
ン
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
今

後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、
各
コ

ミ
セ
ン
施
設
の
修
繕
に
合
わ
せ
順

次
進
め
て
い
ま
す
が
、
省
エ
ネ
等

の
観
点
か
ら
も
引
き
続
き
計
画
的

な
交
換
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
理

事
は
各
コ
ミ
セ
ン
の
館
長
で
す
。

情
報
を
共
有
し
、
無
駄
の
な
い
効

率
的
な
事
業
を
展
開
す
る
に
は
、

中
心
と
な
る
職
員
が
働
き
や
す
い

環
境
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

協
議
会
の
役
割
が
大
切
と
考
え
ま

す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
各
地
区
コ
ミ
セ
ン
の
効
率
的

な
事
業
展
開
の
た
め
に
協
議
会
と

市
と
の
連
携
は
非
常
に
大
切
で
す
。

問
題
解
決
の
た
め
引
き
続
き
連
携

し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
等
に

対
応
す
る
た
め
、
置
賜
地
域
の
消

防
広
域
化
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

財
政
負
担
や
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
等
、
広
域
化
の
是
非
も
含

め
今
後
検
討
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
現
時
点
で
の
当
局
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
広
域

化
実
現
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
負
担

に
つ
い
て
も
、
平
等
な
負
担
と
な

る
よ
う
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
法

人
化
さ
れ
、
コ
ミ
セ
ン
職
員
の
待

西置賜行政組合消防本部ピックルボール

浅野　敏明

誰
も
が
楽
し
め
る
ピ
ッ
ク
ル

ボ
ー
ル
を
普
及
し
て
は

多
く
の
市
民
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る

Ｑ
．
本
市
で
は
第
六
次
総
合
計
画

に
、
健
康
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る

「
市
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
元
気
な
ま
ち
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
現
在
行
っ
て
い
る
取
組
だ

け
で
な
く
、
誰
も
が
参
加
し
て
み

た
い
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
創
出
を
図

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

テ
ニ
ス
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
要
素
を
も
っ
た
、
未
経
験
者
で

も
楽
し
め
る
「
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
」

を
普
及
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
２
年
前
か
ら
長
井
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
が
中
心
と
な
り
、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の
一
環
と
し

て
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
ピ
ッ
ク

ル
ボ
ー
ル
に
限
ら
ず
、
多
く
の
市

民
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
第
４
期
都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
で
は
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き

た
く
な
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
景
観
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
重
要
文
化
的
景
観
区
域
で
も

あ
る
文
教
の
杜
エ
リ
ア
周
辺
で
、

ま
ち
な
か
の
周
遊
を
促
進
し
、
歩

き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
景
観
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
魅
力
的
な
景
観

の
創
造
、
保
全
に
つ
な
が
る
事
業

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く

り
の
拠
点
、
ま
た
、
避
難
所
と
な

る
置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
は
、
早

期
の
老
朽
化
対
策
が
必
要
で
す
。

今
後
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く

修
繕
計
画
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
来
年
度
は
実
施
設
計
を
行
い
、

令
和
９
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

プ
ー
ル
の
方
向
性
を
明
確
に
し
た

う
え
で
、
時
代
に
合
っ
た
施
設
に

し
て
い
き
ま
す
。
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一
般
質
問

Ｑ
．
こ
こ
数
年
の
有
害
鳥
獣
の
被

害
や
発
見
件
数
は
、
ほ
ぼ
全
国
的

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
か

つ
て
個
体
数
を
減
ら
し
過
ぎ
ず
、

増
え
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
き
た
マ
タ
ギ
の
方
々
の
減
少

に
よ
り
、
個
体
数
の
増
加
に
歯
止

め
が
利
か
な
く
な
り
、
ま
る
で
水

を
湛
え
る
ダ
ム
が
、
貯
水
の
限
界

を
超
え
溢
れ
出
す
よ
う
に
、
野
生

動
物
を
支
え
育
ん
で
き
た
山
々
か

ら
人
里
へ
と
生
息
域
を
求
め
、
降

り
て
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
私
は

感
じ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
熊
一
頭

仕
留
め
れ
ば
、
現
在
の
価
格
に
す

る
と
85
万
円
か
ら
１
５
０
万
円
程

の
儲
け
は
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
在
は
商
品
価
値
が
激

減
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
命
が
け
で
熊
な
ど
の

駆
除
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

の
報
酬
に
上
乗
せ
し
、
懸
賞
金
の

よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
例
年
と
比
較
し
、
熊
の
出
没

件
数
や
捕
獲
頭
数
が
非
常
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
獣
保

護
管
理
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

人
の
日
常
生
活
圏
に
お
け
る
銃
の

発
砲
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
猟

友
会
の
負
担
が
非
常
に
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
出

動
に
応
じ
て
猟
友
会
へ
お
支
払
い

し
て
い
る
報
償
費
に
つ
い
て
は
今

後
増
額
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
捕
獲
頭
数
に
応
じ
た
報
奨
金

に
つ
い
て
も
、
猟
友
会
と
相
談
し

な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ

ー
カ
メ
ラ
等
の
活
用
に
よ
り
、
効

果
的
な
有
害
鳥
獣
対
策
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
猟
友
会
へ
の
支
援

拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

報
奨
金
を
含
め
、
猟
友
会
へ
の

支
援
拡
充
を
検
討
す
る

有
害
鳥
獣
駆
除
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を 渡部　秀樹

個体数が増加している熊 地域防災力を高める防災士

す
。
資
格
取
得
に
つ
い
て
も
こ
れ

ま
で
同
様
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
全
国
各
地
で
熊
が
人
里
に
侵

入
し
人
身
被
害
が
増
え
、
国
民
の

安
全
・
安
心
を
脅
か
す
深
刻
な
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も

毎
日
の
よ
う
に
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
熊
の
出
没
が
増
え
て
い

る
状
況
で
は
、
子
ど
も
を
歩
か
せ

て
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
は
難
し

い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
各
地
域
で
は
、
学
校
・
地
域
・

保
護
者
等
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
話
し
合
い
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
総
が

か
り
で
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く

所
存
で
す
。

Ｑ
．
高
齢
化
し
て
い
る
地
区
長
や

隣
組
長
の
負
担
軽
減
を
図
る
意
味

で
も
、
月
２
回
の
文
書
配
布
を
月

１
回
に
削
減
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
市
報
の
発
行
を
月
１
回
に
し
、

お
知
ら
せ
は
市
報
掲
載
を
基
本
と

し
て
配
布
物
の
削
減
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
、
配
布
回
数
の
削
減

や
デ
ジ
タ
ル
媒
体
活
用
な
ど
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
防
災
士
は
、
自
助
・
共
助
・

協
働
の
理
念
に
基
づ
き
、
社
会
の

様
々
な
場
で
防
災
力
を
高
め
る
活

動
が
期
待
で
き
る
民
間
資
格
を
取

得
し
た
人
で
す
。
市
民
の
方
々
や

自
主
防
災
組
織
に
関
わ
る
方
々
に

意
識
高
揚
し
て
い
た
だ
く
に
は
素

晴
ら
し
い
資
格
だ
と
考
え
ま
す
が
、

本
市
で
も
今
後
普
及
さ
せ
る
考
え

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
防
災
士
が
各
地
区
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
配
置
さ
れ
る
よ
う
、
自
主

防
災
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
消
防
団
の
活
動
等
を
通
じ

て
普
及
啓
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま

防
災
士
を
養
成
し
今
後

普
及
さ
せ
て
は
ど
う
か

自
主
防
災
組
織
や
コ
ミ
セ
ン
等

を
通
じ
普
及
を
進
め
る

鈴木　悟司
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今泉　春江

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
に

反
対
す
べ
き

地
元
自
治
体
の
意
思
は

尊
重
さ
れ
る
べ
き

Ｑ
．
２
０
２
５
年
11
月
、
新
潟
県

花
角
知
事
は
、
避
難
路
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
前
提
に
、

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
６
号
機
、

７
号
機
の
再
稼
働
を
容
認
す
る
考

え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の

原
発
は
、
２
０
０
４
年
の
新
潟
中

越
地
震
発
生
時
、
火
災
に
よ
る
放

射
能
漏
れ
や
、
機
器
・
建
物
が
損

傷
す
る
重
大
な
事
態
に
陥
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
東
京
電
力
の
火
災

対
策
の
不
備
や
テ
ロ
対
策
設
備
不

備
な
ど
が
判
明
し
、
原
子
力
規
制

委
員
会
は
２
０
１
１
年
４
月
に
運

転
停
止
命
令
を
出
し
ま
し
た
。

　

気
象
予
報
を
見
れ
ば
、
こ
の
地

域
は
日
本
海
側
か
ら
の
西
風
が
常

に
吹
い
て
お
り
、
原
発
事
故
が
再

び
起
こ
れ
ば
本
市
も
放
射
能
の
影

響
を
受
け
ま
す
。
市
民
を
守
る
た

め
に
再
稼
働
に
反
対
す
べ
き
で
す
。

Ａ
．
２
０
２
５
年
２
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
第
七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
で
は
安
全
性
の
確
保
を
大

前
提
に
、
原
発
再
稼
働
の
加
速
に

向
け
官
民
を
挙
げ
て
取
り
組
む
と

い
う
方
針
の
転
換
を
し
て
い
ま
す
。

再
稼
働
を
総
合
的
に
判
断
し
た
地

元
自
治
体
の
意
思
は
尊
重
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
ま
す
し
、
市
長
と
し

て
発
言
は
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
２
０
２
６
年
４
月
か
ら
小
学

校
の
給
食
費
が
無
償
化
と
な
り
ま

す
。
今
後
は
、
市
と
し
て
中
学
校

の
無
償
化
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
は
、

物
価
高
騰
も
あ
り
６
千
万
円
の
財

源
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
実
施
し

た
い
で
す
が
難
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
教
育
委
員
会
や
運
営
協
議

会
の
意
見
、
保
護
者
の
声
を
大
切

に
し
な
が
ら
国
の
動
向
を
見
て
い

き
ま
す
。

柏崎刈羽原発（新潟県）みんなが楽しめる長井マラソン大会

市
民
の
参
加
と
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
充
実

参
加
者
も
市
民
も
皆
が

楽
し
め
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

梅津　善之

今
後
は
、
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
や
陸
上
競
技
協
会
の
皆

さ
ん
、
警
察
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

地
方
創
生
の
制
度
を
活
用
し
て
、

今
年
度
か
ら
３
年
間
で
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
11
月
に
豊
田
小
学
校
と
伊
佐

沢
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
、
学
校

研
究
発
表
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
で
考
え
自
分
で
決
め
て
表

現
す
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
と

と
も
に
、
先
生
方
自
身
も
変
わ
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
個

別
最
適
な
学
び
を
、
勉
強
し
な
が

ら
実
践
し
て
い
る
先
生
方
の
負
担

は
相
当
な
も
の
と
想
像
し
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
先
生
方
は

ど
の
よ
う
な
考
え
で
い
ま
す
か
。

Ａ
．
教
師
の
負
担
が
増
え
、
苦
し

い
実
情
は
あ
り
ま
す
が
、
働
き
方

改
革
を
進
め
、
教
師
が
教
師
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
業
務
に
専
念
す

る
こ
と
で
、
教
師
の
働
き
や
す
さ

と
指
導
力
の
向
上
を
両
立
さ
せ
、

子
ど
も
た
ち
に
効
果
的
な
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
今
年
の
長
井
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
は
、
ハ
ー
フ
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
加
え
て
、
１
㎞
、
２
㎞
、
４
．

２
１
９
５
㎞
の
コ
ー
ス
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
状
況
や

感
想
は
ど
う
で
し
た
か
。

　

長
井
マ
ラ
ソ
ン
を
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
参
加

者
は
も
ち
ろ
ん
市
民
も
楽
し
め
る

大
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
参
加
者
は
昨
年
を
大
幅
に
上

回
り
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
選
手
団
と
の

交
流
も
で
き
、
来
年
も
参
加
し
た

い
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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　10月27日から11月7日にかけて第11回市民と市議会との意見交換会を開催しました。
　市議会では議会の活性化と情報公開に向けて活動しております。このたびの意見交換会では本市の
財政や子育て支援などを中心に、説明や報告をさせていただきました。市民の皆さんからは、暮らし
の課題や要望、ご意見を数多くいただき感謝申し上げます。

ご質問・ご意見におこたえします

第11回市民と市議会との意見交換会
～さらなる市民参加と開かれた議会を目指して～

対象地区 会　場 開催日 班 参加
人数

平 野 地 区 平野コミュニティセンター 10月27日（月） 2班 11人

中 央 地 区 中央コミュニティセンター 10月30日（木） 3班 13人

西 根 地 区 西根コミュニティセンター 10月31日（金） 1班 12人

致 芳 地 区 致芳コミュニティセンター 11月４日（火） 1班 8人

豊 田 地 区 豊田コミュニティセンター 11月４日（火） 2班 17人

伊佐沢地区 伊佐沢コミュニティセンター 11月７日（金） 3班 10人

意見・提言・要望・質問等 回　　　　　答

特別委員会の報告は令和８年６月と
なっているが、議員定数・報酬を検
討するには遅すぎないか

議員にも様々な意見があり、方向性を集約するために、令和６年３月から議員
間討議を６回行いました。次に、議会制度の諸課題に係る研究会を５回開催後、
議会制度全般の見直しを時代に即した変革が必要であることから、令和７年６
月に議会制度特別委員会を設置しました。ていねいな議論を重ねる必要があり、
改選時期を踏まえて、令和８年６月に報告書を提出することとしています。

議会制度特別委員会での検討状況に
ついての具体的な進捗状況はどうな
っているのか

諸規定の改定を行い、市民アンケートの実施、議会ガイドブックの作成など
に取り組んでいます。

政治への関心を高めるためにどんな
取組をしているのか

令和６年８月に市内高校生６名との懇談会を開催するとともに、現在、『長井
市議会ガイドブック』の作成に取り組んでいます。

市民アンケートの回答が大半の考え
であるかのように捉えるのには疑問
がある

無作為抽出の市民アンケートの回答は、市民の意見を一定程度反映するもの
と考え、十分に分析・考察いたします。議会として主体性と責任をもって議
論を深め、結果をまとめる考えです。

実質公債費比率が14.6％で令和８
年、９年、10年が限りなく18％に近
づくのだから、財政的に新規事業が
望めないということか

公債18億円内、市債12億円とした財政計画なので、今後はさらに国等の交付
金や補助金を使いながらある程度の新規事業を進めつつ市債を返済していく
ことなります。それにより将来負担比率は少しずつ下がりながら推移してい
くことになると思います。

ふるさと納税の返礼品に米が扱われ
ていないが、その事情は

返礼品の実績としては多くはありませんが、個人で精米施設をお持ちの方が
おり、ふるさと納税の登録業者の方はいます。

有害鳥獣出没時の情報伝達につい
て、屋外拡声装置が聞こえにくいの
で、直ぐに広報車を回せないか

現在、防災危機管理課が改善に向け対応しています。各地区長に一斉にお知
らせするシステムも提案していきますのでご理解願います。

班 担当議員

１
班

◎今泉春江　平　進介
　竹田陽一　鈴木一則
　平井直之

２
班

◎鈴木　裕　梅津善之
　金子豊美　鈴木富美子
　鈴木英則

３
班

◎勝見英一朗　浅野敏明
　渡部秀樹　　渡部正之
　鈴木悟司

◎は班代表者。議長（内谷 邦彦）
　は全ての班を統括する。

１．開 催 状 況

２．意見・要望等（概要）
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意見・提言・要望・質問等 回　　　　　答

現在、地域おこし協力隊は何人いる
のか、また全国的にも多いと聞いて
いるが、受け入れしている市職員の
負担が増えるのでは

地域おこし協力隊は20人で、各部署にそれぞれ配属され職務にあたっています。
協力隊員は配属された部署で精力的に活動していますので市職員の大きな負
担にはなっていないと思います。

長井市が全国的に有名になったタン
ザニアのホームタウンの件について
市民からの意見は

東京オリンピック、パラリンピックのホストタウンに長井市がなったことから、
スポーツ交流や工業技術の実習生受入れを行っています。しかし、JICAが発
したホームタウンの認定をめぐり、事実と異なった情報が拡散しましたが、
撤回されています。

ふらり体育館の雨漏り対策の進展は 建物自体の老朽化等から改修工事ができない状況です。次期公共施設等整備
計画に盛り込むべく庁内の委員会等で検討をしています。

小学校の統廃合について親御さんか
ら大きな学校への統合を望む声も出
てきているが

地域の小学校を地域コミュニティの拠点として捉えており、小学校の統廃合
は検討していません。中学校の統廃合については今後検討する必要があると
思います。

伊佐沢小学校は英語教育に力を入れ
ており、学区外からも登校している
が、県内外特に首都圏からの移住を
伴うような打ち出しができないか

伊佐沢小学校については、英語教育より、少人数特認校として県内外にPRも
検討できると思います。また、移住・定住の補助もあり、伊佐沢のくらし体
験ツアーなども企画されています。

今年度は、小学校の登校時に熊対策
として、スクールバスを運行されて
いるが、夏季も熱中症対策としてス
クールバスの運行はできないか

熊や熱中症の安全対策は必要だと思います。地区によっては保護者のご協力
をお願いしています。市営バスの登下校利用についても検討できるのではな
いかと思います。

家主の居ない空き地の草木が生い茂
り困っている。市で刈ることはでき
ないのか。また、空き家についてど
のような状況なら行政が動けるのか

草木の繁茂等については市民課にご相談ください。周辺環境に悪影響がある
場合は、市で管理者等を調べて改善を依頼することができます。空き家・空
き地は私有財産であり、法律では所有（相続）者、管理者に責任があります。
相続放棄された土地であっても、行政が直ちに除草等を行うことは困難です。

旧ハイマン電子高野町工場の跡地は
市で購入したのか

債権者の相続放棄が完了し、現在裁判所において土地・建物管理人を認定し
長井市への所有権移転の手続きを行っているところです。

長井南産業団地の立地企業の現状は 第１次募集は10月末で締め切っていますがその結果は承知していません。以
前の説明では２社と話を進めていると聞いています。

熊の駆除・捕獲に対応する猟友会へ
の手当等はあるのか

イノシシについては、作物に被害を及ぼす夏季の捕獲を推進するため、捕獲
経費の上乗せ支援等をしていますが、熊対策の支援については捕獲報償金は
ありませんが、捕獲作業に対する日当手当を支給しています。

河川敷などに熊が出没するので草刈
りをして欲しい

河川敷等の樹木伐採ややぶ刈などについては、国や県への要望を行い、連携
を図りつつ本市も対応を検討していくことになると思います。

降雪時に雨水側溝を流雪溝として使
いたいのだが、グレーチングが大き
く重いため開けられないので半分の
サイズに切断できないか

担当課には伝えますが、半分のサイズのグレーチングもあります。また、本
市は協働のまちづくり支援事業にも力を入れていますのでご検討ください。

※いただいた意見等を要約して掲載おりますが、上記以外の意見・提言・要望・質問等は10ページに
項目ごとまとめて掲載しております。また、長井市議会ホームページでも詳細をご覧いただけます。

会場の状況（平野コミュニティセンター） 会場の状況（中央コミュニティセンター）
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◆意見交換会について
・参加者が少なく不安、政治に対し無関心になるのでは（致）
・子育て世代等、焦点を合わせた日程にしては（致・豊）
◆財政について
・健全な財政運営のため市議会は注視を（致・伊）
・実質公債費比率が令和９年から18％に近づくが（平）
◆公共交通について
・実証実験をした自動運転バスの報告は（伊）
・土日に道照寺平スキー場までの市営バス運行を（平）
・市営バスの利用者が少ない（平）
◆公共施設整備等について
・公共施設等整備計画策定には地域の代表者も（西）
・旧TNI工業跡の軽運動場に人口芝を（伊）
・くるんとの来客数のカウント場所は（平）
・中学校の統廃合やコミセンの建替えの時期は（豊）
・白つつじ公園の駐車場はメンテナンスが必要（豊）
・旧長井小学校第一校舎の駐車場は不便だ（豊）
・歌丸公民館の駐車場を舗装したいが予算が無い（豊）
・新たな公園整備の前に既存施設を再整備すべき（豊）
◆長井南産業団地と企業誘致について
・移転にも補助金が出るが、誘致条件の精査を（西）
・土地造成に係る迂廻路の除雪体制は(豊）
◆文化財関係について
・新聞掲載の文化財関係43事業の具体的内容は（西）
・文化財の展示・収蔵に空き家等を活用しては（西）
◆有害鳥獣対策について
・熊の駆除は猟友会に任せずに市がすべきでは（西）
・赤外線等を使ったドローンでの対応は（西）
・熊にＧＰＳをつけての調査等の検討は（致）
・熊対策の支援金は、しっかりと議論し支給を（致）
・モーションセンサーカメラの設置場所は（中）
・熊のえさになる河川敷にある柿の木の伐採を（中）

◆中心市街地の整備について
・空き家・空き地等活用等整備事業の予定地は（中）
・協同薬品工業跡地の活用は（中）
・道の駅にコンビニ設置の検討を（中）
◆旧ハイマン電子高野町工場跡の公園整備について
・どのような公園に整備するのか（中）
・公園整備に合わせ水害対策用の地下貯水池を（中）
◆道路・橋梁等の整備について
・必要な生活道路にお金をかけるべきでは（致）
・長井南産業団地から山形市までの高規格道路は（致）
・西廻り幹線道路についての報告は（平）
・道の駅から川のみなと公園に抜ける道路を（平）
・災害で壊れた福田橋の下の橋の完成は（豊）
◆河川整備・管理について
・国や県管轄河川の刈払い等は国や県で（西・致）
・ボランティアによる河川敷の草刈りは限界だ（平）
◆宅地開発・移住定住対策について
・宅地開発に係る道路拡張とごみ集積所の設置は（致）
・伊佐沢小学校の英語教育を移住・定住対策に（伊）
◆公共下水道について
・下水道の有収率が低いが（豊）
・道路陥没の危険性の調査は（豊）
◆その他
・コミセン職員の処遇改善を（西）
・水はけの悪い西根小学校のグラウンド工事を（西）
・鶴岡市議会議員選挙をどう捉えているか（中）
・モーションセンサーカメラを防犯にも（中）
・定年延長等により自治会は担い手不足だ（中・豊）
・小さな拠点は人口減少社会で機能するのか（平）
・広報等の配布物を毎月1回にできないか（豊）
・市の事業に市民の意見を反映しているか（豊）
・フットパス事業は水管理や草刈り等が大変だ（豊）

会場の状況（豊田コミュニティセンター）

会場の状況（西根コミュニティセンター）

会場の状況（伊佐沢コミュニティセンター）

会場の状況（致芳コミュニティセンター）

第11回　市民と市議会との意見交換会 意見・提言・要望・質問等の概要一覧
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令和６年３月～　議会制度の様々な課題についての議員間討議を開始
令和７年２月～　「議会制度の諸課題に係る研究会」として協議を継続し提言書を議長に提出
令和７年６月～　「議会制度特別委員会」を設置

「議会制度の諸課題に係る研究会」でまとめた提言書をもとに市議会会議規則等の一部修正を行い
ましたが、さらに大きな課題である政治への関心を高めることや議員定数の在り方等についての
幅広い調査研究及び協議を行うため、「特別委員会」の設置を決めました。

議会制度全般の見直しと時代に即した変革が必要となっている現状を踏まえ、幅広い調査研究と
協議を行い、見解を整理して報告することを目的としています。

令和８年６月をめどに、報告書をとりまとめ公表する予定です。

○議員研修の充実
　・「対話する議会・議員を目指して」令和７年12月19日　講師：青森大学 佐藤敦教授
○市民アンケートの実施
　・有権者からの無作為抽出1,000名及び市報掲載QRコ
　　ードからの任意回答　
　・回答期限 令和７年12月31日　集計・結果考察 令和
　　８年１月～２月　
○「長井市議会ガイドブック」作成
　・令和８年３月配布予定
○委員会のオンライン開催の環境整備など

議会運営及び議員活動の活性化を図ることを目的とし、議会運営委員会が先進地を視察しました。

そ
の
中
で
、
災
害
発
生
時
の
議
会

対
応
と
し
て
、
災
害
時
業
務
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
し
、
緊

急
時
に
お
け
る
議
会
と
し
て
の
行

動
指
針
等
を
ま
と
め
て
お
り
ま
し

た
。

　

今
回
視
察
し
、
市
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
、
市
民
と
の
意
見
交
換

会
の
持
ち
方
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
へ
の
対
応
や
政
策
提
言
ま
で

の
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、

議
会
活
動
の
活
性
化
に
大
変
参
考

と
な
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
で
の
議
会
改
革
の
取
組

に
つ
い
て
、
視
察
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

岐
阜
県
可
児
市
で
は
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
識
調
査
を
行

っ
た
り
、
市
民
と
の
意
見
交
換
の

場
を
委
員
会
や
地
区
ご
と
等
に
設

け
市
民
の
意
見
を
ま
と
め
、
検
討
・

協
議
し
政
策
提
言
と
し
て
提
出
す

る
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
り
、
活
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

静
岡
県
袋
井
市
で
は
、
市
民
と

の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
や
り

方
や
方
法
を
変
え
な
が
ら
市
民
の

意
見
を
聞
く
機
会
を
増
や
す
取
組

を
行
い
、
そ
こ
で
出
た
意
見
を
基

に
意
見
書
を
提
出
す
る
な
ど
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
を
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

菊
川
市
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
に
伴
い
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
、

議
会
運
営
の
効
率
化
、
情
報
の
共

有
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
等
の

目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

議会運営委員会行政視察報告

岐
阜
県
可
児
市
、静
岡
県
袋
井
市
、菊
川
市

令
和
７
年
10
月
22
日
～
24
日

議会制度特別委員会について
経 過

目 的

取 組

報 告



この議会だよりは、議員の自主編集により発行しています。

令和８年２月１日発行 〈第152号〉ながい市議会だより

12

◎渡部秀樹　　　〇渡部正之
平井直之  　　　　　　　　　鈴木悟司　

 　鈴木英則　　　　　　　　　　　　　　竹田陽一
　　　　　　　　　　　　　　（◎委員長　〇副委員長）

記
後
集
編

　

気
候
変
動
の
影
響
は
年
々
深
刻
さ
を
増

し
て
お
り
、
夏
の
猛
暑
や
記
録
的
な
少
雨
、

局
地
的
な
豪
雨
と
い
っ
た
自
然
災
害
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。
天
候
に
左
右
さ
れ
る
水

稲
は
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
の
混
乱
と
価
格
高
騰
が
続
き
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
市

民
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
「
お

こ
め
券
」
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

地
元
産
の
お
い
し
い
新
米
を
ご
購
入
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
き
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ｓ
）

次回　３月定例会の予定

学校研究発表会を視察しました
文教常任委員会

議
会
報
研
修
会
に

参
加
し
ま
し
た

　

山
形
県
市
議
会
議
長
会
主
催

の
議
会
報
研
修
会
が
11
月
６
日
、

新
庄
市
で
開
催
さ
れ
、
市
議
会

だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
委
員

６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修

で
は
議
会
報
を
広
報
ツ
ー
ル
に

す
る
た
め
の
編
集
ポ
イ
ン
ト
な

ど
に
つ
い
て
講
話
を
お
聞
き
し
、

個
別
の
改
善
点
を
指
摘
い
た
だ

き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　文教常任委員会委員が11月14日、伊佐沢小
学校及び豊田小学校で開催された学校研究発
表会を視察しました。伊佐沢小学校では「外
国語活動におけるコミュニケーション能力の
育成」を、豊田小学校では「課題を解決する
力を身に付け、学び実感できる子供の育成」
を主題に公開授業、研究会、全体指導を行っ
ている様子を視察し、今の授業の在り方を学
ぶよいきっかけとなりました。

な
が
い
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
編
集
特
別
委
員
会

▲伊佐沢小学校

豊田小学校 ▼

令和8年長井市消防出初め式

日 月 火 水 木 金 土
2月 9 10 11 12 13 14
8 全員協議会 総務

常任委員会協議会
15 16 17 18 19 20 21

文教 厚生 産業・建設 常任委員長会 招集告示
常任委員会協議会

22 23 24 25 26 27 28

議会運営 本会議(開会)
委員会 予算特別委員会

3月 2 3 4 5 6 7
1 本会議

(補正予算表決)
(一般質問)

本会議 本会議
(一般質問) (一般質問)

8 9 10 11 12 13 14

総務 文教 厚生 産業・建設 予算
常任委員会 特別委員会

15 16 17 18 19 20 21

予算 予算
特別委員会 特別委員会

22 23 24 25 26 27 28

本会議
(表決・閉会)

◎請願の提出期限は、２月６（金）の予定です。
◎正式な日程や質問内容などを、市議会の
　ホームページでお知らせしています。

長井市議会ホームページ 長井市議会 検索
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